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報告日   令和４年 12 月 1 日 

会 派 名 柏崎の風 

報告者氏名 
阿部 基、星野 正仁、春川 敏浩、柄沢 均、山本 博文、 

白川 正志、近藤 由香里、田邉優香 

種 別 ■調査研究（□行政視察）  □研修会  □要請・陳情  □各種会議 

用 務 東北電力株式会社 女川原子力発電所 視察 

日 時 令和４年１１月２５日（金）９：００～正午 

場 所 

（会場） 
東北電力株式会社 女川原子力発電所 （宮城県牡鹿郡女川町塚浜字前田 1 番） 

調査項目等 原子力エネルギーの現状と課題について 

概 要 〇概要説明（ＰＲセンター） 

・宮城県牡鹿郡女川町 人口：約 6100人 

・女川原子力発電所の敷地面積は 173万㎢ 

・2011年東日本大震災前まで 3号機とも稼働

していた。 

・1～3号機の発電施設があり 1号機は廃止措

置が決まっているが、2 号機は 再稼働に向けて新規制基準に沿った安全対策

を進めている。 

・2011 年東日本大震災の時は構内にある体育館に最大 364 名の地元住民が避

難生活をしていた。 

・様々な災害を想定し、5つの備えをしている。 

 

〇現地視察（安全対策工事） 

①津波への備え(29ｍの防潮堤に見直し)   

②地震への備え(耐震工事)  

③電源と水の確保(ガスタービン発電車 2台 

貯水槽、大容量ポンプ車、熱交換機を高台に配置)  

④放射性物質を閉じ込める(窒素ガス発生装置)  

⑤様々な災害やリスクへの備え(防火帯、緊急時対策施設を高台に配置) 

 

〇ＶＲによる発電所構内視察 

・映像によって構内の安全対策の状況を確認 

 



〇主な質疑 

質疑 2024年再稼働に向けて、今の工事の何パーセント終わる予定なのか。 

回答 2023年 11月には工事完了の予定である。 

 

質疑 新規制基準以上の安全対策を行っているが、安全対策工事全体を 10と

した場合、独自の安全対策は何割くらいになるのか。 

回答 新規制基準による対策と独自の対策が重複する部分もあるため、数字

で表すのは難しい。 

 

質疑 1号機の運転終了の理由は。 

回答 運転期間は 40年未満だが、他の原子炉に比べると出力も小さく、型が

古く建屋自体も狭いので、安全対策で新たな設備を建屋に入れるとなると難し

い。1号機安全対策に費用をかけるのは経営上好ましくないことから、廃止措

置とする判断をした。 

 

質疑 安全対策工事の地元発注はどのような形で要望しているのか。 

回答 4000 人規模の工事なので地元だけでは難しいが、地元で発注できると

ころは発注してほしいと要望をしている。 

 

質疑 窒素ガス発生装置は車両搭載されているのか。ベントを開いた後に水素

爆発するという事になるのか。水素を止めるという事なのか、水素と窒素が反

応するという事なのか。 

回答 窒素は反応しないガスである。水素爆発は水素と酸素が結合して爆発

するが、酸素を窒素ガスに置換することで、水素爆発を起こさせないようにす

る装置である。 

 

質疑 東日本大震災で 1ｍの地盤沈下をしたとのことだが事前に想定されて

いたのか。全体的に 1ｍだとは思うが敷地内での高低差やそれによる影響はな

かったか。 

回答 ある程度は予測していたが 1ｍまでは想定していなかった。発電所が立

地する牡鹿半島全体の地盤が下がったことで、当時は違和感を覚えた。構内の

舗装道路は亀裂が入り、コンクリートの基板と地面で段差があったが、施設設

備への影響は特になかった。 

  

所 感 等 
【阿部 基】 

女川原発は東日本大震災の震源に最も近い原発であったが、歴史的調査や専門的見

地により検討され、津波対策を講じていたため、被害が少なく、2024 年 2 月の再稼働

に向け、着実に自治体の了解や審査を進められていた。しかし、更なる自然災害等の

対策（設備面・運用面）を進めるなど、安全第一であることが理解できる。 

これらのことから、東日本大震災時には構内の体育館に地域住民の方々が避難し、

受け入れるなど、地域住民からの信頼も厚いものと感じた。 



また、女川原子力 PR センターは敷地内の環境管理もしっかりとされているととも

に、来場者に親しみを持てる工夫がされていた。市民の安全、原発に対する信頼が改

めて重要だと実感した。柏崎刈羽原発も市民からの信頼を得るため、更なる工夫が必

要と思う。 

 

【星野 正仁】 

視察を終えて、まず 5 つの備えについて説明を受けた。とても分かりやすい説明で

あった。津波・地震・電気と水・放射性物質・さまざまな災害リスク度の項目も経験

をいかした備えと理解した。特に津波対策では、経験・最新の知見を取り入れた長さ

800m 高さ 29m の防潮堤は現地で確認した。更には 1 号機の廃炉措置計画について

詳細な説明を受け理解した。将来柏崎刈羽原子力発電所でも廃炉措置は計画が示され

る時がくる中で参考にしたいと思う。 

 

【春川 敏浩】 

女川原子力発電所に向かう道路整備、避難道路としての機能を持った整備がされて

いたことにまず気付いた。元々海岸線で道路事情は良くなかった場所だが整備事業と

しては歓迎すべきことである。2 号機の再稼働に向け設備対策をしているが、29 メー

トルもの高さを要した防潮堤を始め、地震、電気と水の確保、放射線を閉じ込める様々

な災害へのリスクへの備え丁寧に進めている。東北大震災前から、女川原子力発電所

は、地元住民との対話や関係性を日頃より重んじており、相互の信頼関係が厚く発電

所だよりを通して感じた。地域住民から信頼される電力事業者として参考になった。 

 

【柄沢 均】 

女川原子力発電所に通じる道路は、震災からの復旧復興もあると思うが、改良工事

が進められており、避難計画が進められていると感じた。2 号機の再稼働については、

安全協定に基づく立地自治体への事前協議申し入れにより、すでに了解が得られてい

る。現在は 2024 年 2 月再稼働を見据え、4,100 人もの人員により安全対策工事が急

ピッチで進められている。また、東日本大震災の際、震源に一番近い原子力発電所で

あるにもかかわらず、「止める」「冷やす」「閉じ込める」ことで安全に停止し、むしろ

地域の住民を発電所構内の体育館に避難所として受け入れている。364 名、3 か月の

規模である。地域の理解・信頼によるものだと感じられる。1 号機はその役目を終え、

廃止措置の第一段階である解体工事準備期間に入っている。今後も情報の共有を続け

させていただきたい。 

 

【山本 博文】 

女川原子力発電所は１号機から３号機まであり、１号機は運転終了しており、２号

機は２０２４年２月再稼働予定としていて、３号機は新規制基準適合性審査未申請と

のことだった。従業員は東北電力社員６００人、協力企業４１００人で、安全対策工

事を現在進めていた。特に２０１１年３月１１日の地震で、震源に一番近い女川原子

力発電所が無事だったのは原子炉を止める、燃料を冷やす、放射性物質を閉じ込める

事が出来たからである。さらに、様々な災害を想定して、何重にも設備の対策をして



いる現状を間近で確認した。その中には高さ２９ｍ、長さ８００ｍの防潮堤や約１万

㎥もの原子炉冷却用の地下式淡水貯水槽、ガスタービン発電施設・地下軽油タンク、

窒素ガス発生装置、緊急時対策建屋などの準備状況が確認出来た。 

今後も、柏崎刈羽原子力発電所に対しても引き続き安全対策を注視したい。 

 

【白川 正志】 

東京電力柏崎刈羽原子力発電所と東北電力女川原子力発電所の「安全対策工事」に

おける差異があるかを確認する目的で視察した。 

東日本大震災による震度６強の地震に対して「止める」「冷やす」「閉じ込める」が

確実に機能し安全に停止した実績と最大約１３ｍの津波に対して、敷地高さを海抜１

４．８ｍと備え、また津波の引き波への対策として取水路に傾斜をつけて深く掘削し

ていたことなどを通して「安全対策に終わりはない」「常に備える」【最後は人間】と

いう確固たる信念が浸透していると実感できた。 

柏崎刈羽との大きな違いに敷地面積と原子力発電所施設までの道路事情があると

確認した。構内道路の改修工事や周辺道路の整備が急ピッチで進められている状況が

特に印象に残った。また地下式淡水貯水槽やガスタービン発電設備・地下軽油タンク

など敷地が限定されているからこそのアイデアや工夫が随所に見られ、何重にも対策

を施すなど参考にできる要素があると感じた。 

 

【田邉 優香】 

現在女川原子力発電所は再稼働を予定しており、2023 年 11 月の工事完了に向け急

ピッチで進められている。 

頂いたパンフレットには「地域の皆様に信頼されご安心頂ける発電所を目指して」

と書かれている。2011 年東日本大震災時の避難場所として構内にある体育館が利用

されたという話を聞き、まさに地域の方々から信頼されている企業なのだという事が

わかった。柏崎刈羽原子力発電所も女川原子力発電所同様、様々な取り組みや、新規

制基準以上の対策もしている。しかし、地域からの信頼においてはまだまだ足りない

と感じている。女川原子力発電所から学ぶべきことがたくさんあると感じた。 

今後も様々な情報を参考に注視していきたい。 

 

【近藤 由香里】 

 女川原子力発電所は、東日本大震災の際、安全に冷温停止を完了させ、避難してき

た地域住民を受入れたことで知られる。過去の災害データを検証し、「安全対策には

終わりはない」として、災害に備えて努力を重ねてきたことにより、地域住民との間

に強い信頼関係が構築されていると思う。実際に安全対策工事現場を視察し、新規制

基準を満たすだけではなく、独自の安全対策を重ねていることが確認できた。1 号機

を廃止措置とした理由を知り、その潔さには驚いたが、こうした東北電力（株）の社

風や姿勢が、「地元理解」につながっているのではないかと感じた。 

現在、東北電力（株）は厳しい経営状況にあると伺っている。女川原子力発電所の

再稼働により、状況が好転するよう願う。引き続き動向を注視していきたい。 

 

 


